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オール沖縄4区代表 衆議院議員候補

1953（昭和28）　那覇市垣花町に生まれる
1966（昭和41）　那覇市立久茂地小学校卒業
1968（昭和44）　那覇市立那覇中学校卒業
1973（昭和48）　沖縄県立豊見城高校卒業
1976（昭和51）　名古屋電気通信工学院卒業
1979（昭和54）　社会福祉法人千草福祉会設立
1981（昭和56）　千草保育園園長就任
1992（平成4）　　那覇市議会議員(6期)
2009（平成21）　那覇市議会議長(2期)
2014（平成26）　オール沖縄へ参加
2019（令和元）　オール沖縄会議共同代表就任
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金城トオルさんは、沖縄の保守中道の政
治家として、オール沖縄の要として、これ
まで頑張ってこられました。政府言いなり
の政治家が多い中、マットーバーな金城
トオルさんこそが今の沖縄にとって必要
です。沖縄から平和の声を、立場の弱い
人々の思いを届け、政治を変えていく。そ
のためにも応援の声、支援の輪を広げて
ください。マジュン　チバラナヤーサイ。

マットーバーな信念の人
私も応援しています

玉城デニー知事［これまでの社会活動］元社会福祉法人日本保育協会沖縄県支部 事務局長・
相談役、元那覇大綱曳保存会垣花実行委員会 顧問

日
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２
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衆議院議員選挙投票日

土水期日前投票１０/16　‐26

衆院沖縄第４区
豊見城市・糸満市・南城市・南風原町
八重瀬町・与那原町・宮古島市
多良間村・石垣市・竹富町・与那国町
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トオルの歩み
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SNSはこちらから
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オ
ー
ル
沖
縄
の
風
を
受
け
て
翁

長
知
事
が
誕
生
し
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
県
民
は
基
地
を
挟
ん
で
相

争
っ
て
き
た
歴
史
を
終
わ
ら
せ
ま

し
た
。保
革
を
乗
り
越
え「
辺
野
古

に
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い
」と
い
う

一
点
に
お
い
て
ま
と
ま
り
、多
く
の

県
民
を
勇
気
づ
け
、そ
の
熱
気
は

全
県
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、政
府
の
高
圧
的
で
強

硬
な
姿
勢
は
、こ
れ
以
上
の
基
地

負
担
を
拒
否
す
る
県
民
の
思
い
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、民
意
を
踏
み
つ

ぶ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

幾
多
の
困
難
を
団
結
し
て
乗
り

越
え
て
き
た
ウ
チ
ナ
ー
の
先
達
た

ち
の
肝
心(

チ
ム
グ
ク
ル)

を
継
ぐ

「
オ
ー
ル
沖
縄
」。そ
の
火
を
灯
し
続

け
、全
国
へ
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
、日

本
の
政
治
を
変
え
て
い
く
力
に
な

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、保
育
の
課
題
解
決
を
図

る
た
め
、政
治
の
場
に
身
を
置
き
、

現
在
ま
で
28
年
。子
供
た
ち
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
子
や

孫
が
大
き
な
夢
を
持
て
る
、平
和

で
誇
り
あ
る
豊
か
な
沖
縄
を
築
く

た
め
、ヌ
チ
カ
ジ
リ
頑
張
り
抜
く
決

意
で
す
。

私の政治信念



人々を救うのが本来の経済

政治の本来の役割は、苦しむ人 を々助け、経済を
活性化すること（※）。人 を々豊かにし平和な社会
をつくることです。いま物価の高騰が暮らしを直撃し
ています。非正規雇用者、母子世帯、高齢者にさら
なる追い打ちをかけています。多くの中小事業者も
苦しめています。ところが、政府与党の自民党は、国
民に増税を強いながら、自分たちは私利私欲で裏
金をつくり、おとがめなしの状態です。国民の手に政
治を取り戻し、裏金と世襲の自民党政治に終止符
を打ちましょう。

辺野古の違法工事は、政権交代で中止させます。戦
没者の遺骨土砂は絶対に使用させません。南西諸
島の自衛隊ミサイル部隊の強行配備に反対します。
オール沖縄の運動こそ、これからの日本の政治を発
展させる大きな力になると確信します。

平
和
で
誇
り
あ
る
沖
縄
を
つ
く
る

平
和
で
誇
り
あ
る
沖
縄
を
つ
く
る

政
権
交
代
こ
そ
最
大
の
政
治
改
革

政
権
交
代
こ
そ
最
大
の
政
治
改
革

あなたの

１票を!

解決!増税庶
民
に 裏金自

民
は

トオルトオル
辺野古新基地
ミサイル配備

民意無視する

自民党

１ 裏金・世襲を許さない ４ 南西諸島の軍備強化反対

２ 物価高に即効性ある対策

３ 教育無償化・教育格差対策

５ 離島の生活・医療格差の解消

６ 農畜水産に直接支払制度

７ 選択的夫婦別姓制度を実現

最低賃金を1,500円以上とし、賃金の底上げを実
現します。中間層を含む全世帯の６割に３万円の
「インフレ手当」を直接給付します。さらに事業者向
けに電気料金高騰対策のさらなる拡充とインボイ
ス制度の廃止を実現させます。

18歳までの子どもたちに一人当たり月1万5,000
円（年間18万円）の児童手当を支給します。小中
学校の給食費、高校・専門学校・大学の授業料を
無償化します。返済のいらない奨学金を創設し、等
しく教育が受けられる環境をつくります。

離島のガソリン価格・水道料金などの生活コスト削
減に取り組みます。保育・介護・福祉・医療体制の強
化と人材の確保と育成は急務です。島を出ることな
く生涯安心した生活が送れるよう支援体制を構築
します。

輸送費補助及び肥料や飼料高騰への抜本的対策
を行います。農業者個別保証制度を拡充し、地域の
ニーズに合わせた直接支援制度を積極的に構築し
ていきます。

選択的夫婦別姓制度を早期に実現し個性と能力
を発揮できるジェンダー平等の社会を推進します。

に

※経済は「経世済民」（けいせいさいみん）を略した言葉。経世済民とは、
「世を経（おさ）め、民の苦しみを済（すく）うこと」を意味する四字熟語です。


